【様式１】
【様式１】　令和８年度 岡山大学と国立研究開発法人産業技術総合研究所の共同研究提案書
	1． 研究代表者氏名・所属
	氏名 
	所属
	職名
	メールアドレス
	電話番号

	
	
	
	
	




	2． 参加研究者氏名（人数分、行を追加してください）
	氏名 
	所属
	職名
	メールアドレス
	電話番号

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	





	3． 提案テーマ名
	

	4． 類型
（該当するものに〇を付けて下さい）
	A： シーズ強化型
	B：社会実装型

	5． 研究概要
（300字以内）
	




	6． 研究計画
（目的・目標、研究内容、スケジュールなどを以下の点を踏まえて具体的に記載して下さい）
・類型A
どのようなシーズをどう強化するのか。その結果、どのような産業にどのような技術的波及効果が見込まれるのか。
・類型B
どのような社会的な課題・ニーズがあり、どのような技術での解決を目指すか。連携先企業・自治体等の想定は具体的か。
	


	7． 両機関での分担体制
	岡山大学の役割

産総研の役割


	8． 目的達成に向けて獲得を目指す外部資金
（類型Bにおいて、企業との共同研究等による連携を目指す場合は、『a.制度・名称』を『想定企業名』、『b.予算額』を『相手先からの提供資金額』、『c. 申請時期』を『連携開始（契約妥結）時期』に読み替えて記載して下さい。）提出時には青字部分は削除ください。）
	【a. 外部資金の制度・名称】
＊国（科研費などの競争的資金）、自治体、団体等が実施する研究助成・支援事業であれば可です。（提出時には赤字部分は削除ください。）

【b. 当該資金の予算額（間接経費込み、消費税込み）、および研究期間】

【c. 申請時期の見通し】


	9． 支援経費
最大総額：100万円
岡山大学：50万円
産総研  ：50万円

内訳は旅費、消耗品等を詳しく記載して下さい。
青文字は記載例です。記入時には青文字を消し、適宜行数を調整してください。
	【岡山大学】
	費目
	費用/万円
	備考

	設備費
	２０
	●●●装置

	消耗品費
	２０
	解析用試薬等（20万円）

	旅費
	１０
	旅費

	合計
	５０
	


【産総研】
	費目
	費用/万円
	備考

	設備費
	２０
	●●●装置

	消耗品費
	１０
	機器消耗品（８万円）

	外注費
	２０
	●●分析（１０万円）

	合計
	５０
	




	10． その他特記事項
	何かアピールしたい点等あればご記載ください。提出時には青字部分を削除ください。


※本資料は、関係者以外には秘密情報として取り扱います。
※様式１は２ページ以内としてください。
※フォントサイズは11 point 以上で作成ください。
様式内も含め、青字部分は提出時に削除ください。
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